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ジェトロ・ライブラリー

　聖
　ジェトロ・ライブラリーは地下鉄虎ノ

門駅から徒歩5分，共同通信社ビルの6

階にある。虎ノ門という場所柄か，新聞

社のビルのせいか，建物に一歩入るとい’

きいきとした活気が感じられた。私たち

はまず，日本貿易振興会が開発し，4年

前から商品化したデータベース“ジェト

ロエース”について説明を受けた。

　ジェトロエースは60ヵ国80ヵ所の日本

貿易振興会の海外事務所から送信された

レポートと各種統計・資料を主体に作成

した，世界102ヵ国

（地域）の国別経　　脚／f’　’

済・貿易・投資情

報を収録したもの

である。国名コー

ドと項目コードを

組み合わせるだけ

で検索することが

でき，特殊言語圏

を含む小国の情報

囲気が漂っていた。ジェトロ・ライブラ

リーは貿易専門図書館という性格を持

ち，その資料は各国の貿易統計，経済・

一般統計，ビジネスダイレクトリー，電

話帳（70ヵ国300都市），関税率表（120ヵ

国）、各国の年鑑・年報，who’s　who（120

ヵ国），海外の主要新聞，雑誌，各国の参

考図書などである。外国語の資料を少し

でも利用しやすくするためなのか，背表

紙に日本語のタイトルがマジックで書か

れているものもあった。資料は展示3年，

　　　　　　　　　　資料室の書架10年

分社会主義国の情報も日本語でオンライ

ン・サービスが受けられるので大変便利

で，海外出張に行くビジネスマンなどに

重宝がられているようである。料金は接

続基本料金300円十300円×検索数オン

ライン利用者は，NEC取扱いのジェトロ

エースの場合が約1万人，他の2社のも

のでは数百人ずっとのことである。

　データベースの説明が終わり，私達は

ライブラり一を案内してもらうことにな

った。利用者はほとんどビジネスマンで，

外国人の姿も多く目についた。表示はす

べて日本語と英語の2ヵ国語℃書かれて

おり，全体的にインターナショナルな雰

棄されてしまうのだそっだ。

でも目録のデータベース化に向けて現在

準備中とのことである。

　ライブラリーは，室長を含めた職員10

名と委託4名の計14名で運営されてい

る。閲覧座席は92席で，私達が訪れた時

はその7～8割が利用されていてカウン

ターはかなり忙しそうだった。なお他の

ライブラリーと異なる点として，貿易相

場のカウンターが目についた。これは資

料室とは別の課が担当しており，海外と

の取引のあるビジネスマンなどに利用さ

れているようである。　　　’

　　　　　（官庁資料課L山本由美）

でそれ以前のもの

は開架となってお

り，資料請求票に

より出納するとい

う方式を取ってい

る。ただし，統計

書は保存される

が，雑誌は3～4

年ぐらいで順次廃

’　　また，ここ
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